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研究成果の概要（和文）： 私たちの計画研究では、私たち自身であるホモ・サピエンスがアフリカを発ちユー
ラシアに拡散していく際の重要拠点の一つとなったザグロス山脈において、実際のフィールド調査に基づいてそ
の拡散問題を考えることを研究テーマとしました。フィールドとしてはザグロス南東部のアルサンジャン地区お
よびザグロス北西部のスレマニ地区で調査を実施しました。前者ではタンゲ・シカン洞窟において中期旧石器時
代から後期旧石器時代の文化層を発掘し、南ザグロスでのホモ・サピエンスの拡散とその進展に関する新たな証
拠を得ることができました。後者では、ホモ・サピエンスがザグロス北西部に拡散以降の、特に新石器化につい
ての資料を得ました。

研究成果の概要（英文）：In this project, we focus on the distribution of modern humans (Homo 
sapiens) after Out of Africa. We gathered evidence from fieldwork in the Zagros area, which was one 
of centers for the distribution of modern humans in Eurasia after Out of Africa. We chose the 
Arsanjan area in southern Zagros and the Slemani area in northwestern Zagros as the focus of 
investigation. In the Arsanjan area, we excavated the Tang-e Sikan cave and exposed Middle and Late 
Paleolithic cultural layers. We recovered important information about the distribution and 
development of modern humans after reaching southern Zagros. In the Slemani area we excavated the 
prehistoric cultural sequence after the distribution of modern humans, to reveal the Neolithization 
processes in the region.

研究分野：考古学（先史学）
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１．研究開始当初の背景 

ホモ・サピエンスのアフリカ一地域進化説
が提唱されてから 30 年ほどですが、現在ほ
ぼすべての遺伝子学者や形質人類学者、考古
学者がそれを支持するようになっています。
この説では、ホモ・サピエンスが 20 万年ほ
ど前にアフリカ東部で誕生し、13 万年～6 万
年前に東アフリカから西アジアにわたり、そ
こから徐々に東西に広がって世界に拡散し
ていったと考えられています。ホモ・サピエ
ンスの西アジアへの出アフリカルートに関
しては、北アフリカのエジプトからシナイ半
島へと抜ける北回りルートと、東アフリカか
ら紅海を渡りアラビア半島を経由して南イ
ランに入る南回りルートが考えられていま
す。本計画研究では、ホモ・サピエンスの出
アフリカのルート問題と、その後ホモ・サピ
エンスが西アジアでどのように拡散してい
ったかを探るために、ザグロス地域に焦点を
絞り、フィールド調査を計画しました。 

２．研究の目的 

 アフリカから出たホモ・サピエンスは L3

という遺伝子ハプロタイプを持つグループ
で、そこから M と N という現代人に繋がる
大きな 2つのハプロタイプを持つグループに
分岐しますが、この分岐はイランから南アジ
アにかけての地域で起こった可能性が高い
と考えられています。そして北回りにせよ南
回りにせよ、出アフリカをして東西に分岐し
た人々の前に、5000m 級の山々をいただいて
現在のイラン・イラク国境を北西から南東に
貫くザグロス山脈が大きなハードルとなっ
て立ちふさがります。そして、そのザグロス
山脈からは、ここで問題となる中期旧石器時
代の洞窟遺跡が多数発見されています。私た
ちはザグロス山脈で中期旧石器時代とそれ
以降の遺跡を調査することによって、出アフ
リカ後のホモ・サピエンス拡散問題を解決す
るための証拠を得ようと考えました。 

 

３．研究の方法 

（1）アルサンジャン地区の調査 

フィールドとしてはザグロス南東部のア
ルサンジャン地区およびザグロス北西部の

スレマニ地区を選択しました。 

 2011 年から 2013 年まで、4 シーズンにわ
たって南イランのアルサンジャンという町
の近くにある多くの洞窟遺跡の調査を実施
しました。調査の中心はアルサンジャンから
10km ほど東南にある西アジアでも最大級の
洞窟遺跡であるタンゲ・シカン洞窟での発掘
調査でした。この洞窟は 1977 年の京都大学
によるアルサンジャン踏査で確認され、中期
から後期旧石器時代にかけての有望な文化
堆積の存在が推定されていました。 

（2）スレマニ地区の調査 
2014 年から 2016 年にかけて、イラク・ク

ルディスタン自治区スレマニ地区で現地調
査を実施しています。そこでは、中期旧石器
時代以降の先史時代遺跡を対象として、発掘
調査、詳細踏査、測量図作成、地中探査、環
境科学調査などを実施しました。旧石器時代
に関しては、ハザル・メルド Hazar Merd、パ
レガウラ Palegawra、ザルジ Zarzi など、ス
レマニ地区で最も著名な洞窟遺跡の踏査を
おこないました。 
またスレマニ地区では、北方のペシュダー

ル平原に位置するカラート・サイド・アハマ
ダン遺跡で発掘調査を行っています。同遺跡
からは新石器時代の遺物が多数表面採取さ
れ、ザグロス北西部の新石器化のカギを握る
遺跡と想定されたことが調査を行った理由
です。2014 年と 2015 年に発掘調査、地中探
査、環境科学調査を実施し、さらに UAV を利
用した測量調査や 3D イメージの作製による
遺跡の立地や形成過程について詳しく分析
を行いました。 
 
４．研究成果 
(1) アルサンジャン地区の調査 

タンゲ・シカン洞窟での発掘調査の結果、
中期旧石器時代から後期旧石器時代にかけ
ての厚い文化層と炉址、水場遺構や集石など
の様々な遺構、5 万点以上の打製石器や動物
骨が発見されています。絶対年代に関しては、
東京大学大気海洋研究所横山祐典研究室や
名古屋大学総合年代測定センター南雅代研
究室に協力いただき、OSL年代や 14C 年代が明
らかになっています。それに基づくと、タン
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タンゲ・シカン洞窟 



ゲ・シカン中期旧石器時代の下層（10－7 層）
は 51,000BP より古くなり、同上層（6－4層）
は 50,000-40,000BP、中期旧石器時代から後
期旧石器時代への移行は 40,000－38,000BP
ごろで、その後、30,000年前ごろまで居住さ
れていたことが判明しています。タンゲ・シ
カン洞窟の最初期の文化層の年代は得られ
ていませんが、洞窟の居住は 70,000‐60,000
年前ごろまで遡っていく可能性があります。 

タンゲ・シカン洞窟の中期旧石器時代下層
の打製石器は、一部レバントのタブン C 文化
の石器技術と共通するところがあり、同上層
の打製石器はいわゆるザグロス・ムステリア
ンと類似しています。中期旧石器時代の文化
層から、水場遺構や集石遺構などとともに、
刻みの入ったウマ科脛骨や磨製石器などが
出土していることも極めて注目されます。 

4 万年－3.8 万年前にタンゲ・シカンでは

中期旧石器時代から後期旧石器時代へと変
化しますが、この年代は、地域の後期旧石器
時代の文化層としては最も古いもので、また
剥離技術的にみて中期旧石器時代からの継
続を主張できる可能性があります。後期旧石
器時代の文化層から出土する石器は、ザグロ
ス中央部で盛行しているバラドスティアン
と呼ばれる文化の初期の石器群で、多くの石
刃や細石刃が含まれています。化石人骨が出
土していないので決定的なことは言えませ
んが、タンゲ・シカン洞窟で年代的にも技術
的にも中期旧石器時代層から後期旧石器時
代層が継続していることが明確になれば、こ
の洞窟に到来し中期旧石器時代文化層を残
した人々がホモ・サピエンスであった可能性
は高まります。 

アルサンジャン地区ではその後の続旧石
器時代や新石器時代の遺物が表採できる洞
窟遺跡やオープン・エア・サイト、テル型遺
跡などの詳細な踏査も行っていて、ザグロス
南部に到来したホモ・サピエンスが新石器化
するまでの数万年間の歴史プロセスを復元
するための様々な資料が得られています。 
 
（2）スレマニ地区の調査 
スレマニ地区の旧石器時代に関しては、ハ

ザル・メルド Hazar Merd 、パレガウラ
Palegawra、ザルジ Zarzi など、スレマニ地区
で最も著名な洞窟遺跡の踏査をおこないま
した。このうちハザル・メルドは、ドロシー・
ギャロッドが 1928 年にクルディスタンに遠
征した際に、ザルジ洞窟とともに発掘調査を
行ない、シャニダール洞窟とともにザグロス
北西部で旧石器時代中期の標準遺跡と言え
る遺跡です。6 つの洞窟が並んでおり、ギャ
ロッドたちは文化堆積が厚く残り、奥行きも
ある東から 4番目のアシュコット・イ・タリ
ーク（暗い洞窟）を発掘対象としました。場
所によっては 3m 以上の厚さの中期旧石器時
代文化層が発掘されていますが、出土した石
器は後にソレッキーらによって 1950 年代末
に発掘される同じザグロス北西部のシャニ
ダール洞窟の中期旧石器時代文化層から出
土した、ルヴァロア技法が希薄でムステリア
ン・ポイントが頻出する典型的なザグロス・
ムステリアンインダストリーを示していま
す。私たちの踏査では、同洞窟の表層は厚い
現代の灰層に覆われて良好な石器を表採す
ることができませんでした。特に注目される
のは、東隣のアシュコット・イ・アウ（水の
洞窟）で、このアウ洞窟は、奥行きの最大長
は 31m ですが、幅 52m、高さ 37m の巨大な
開口部を持っていて、アルサンジャン地区の
タンゲ・シカン洞窟を想起させます。洞窟内
の文化堆積は概して薄いものの、西側にはし
っかりとした堆積が存在しており、石器も表
採でき、中期旧石器時代および後期旧石器時
代～続旧石器時代の文化層の存在が推定さ
れます。同遺跡の発掘調査によって、ザグロ
ス北西部でのホモ・サピエンスの拡散問題に
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迫れる可能性があると思われます。 

 スレマニ地区では、北方のペシュダール平
原に位置するカラート・サイド・アハマダン
遺跡で発掘調査を行っています。同遺跡から
は新石器時代の遺物が多数表面採取され、ザ
グロス北西部の新石器化のカギを握る遺跡
と想定されたことが調査を開始した理由で
す。2014年と 2015年に発掘調査、地中探査、
環境科学調査を実施し、さらに UAV を利用
した測量調査や 3D イメージの作製による
遺跡の立地や形成過程について詳しく分析
を行いました。その結果、紀元前 8 千年紀半
ばごろにザグロス山麓の扇状地に人々が新
石器時代集落を形成し始めた様相を復元す
ることができました。ザグロス地域では政治
的な理由で様々な時代の考古学調査から取
り残されてきましたが、ホモ・サピエンスが
拡散した後に、非常に早い段階で新石器化が
生じた地域の一つであり、西アジアでの新石
器化の全体像を再構成するためには調査研
究が不可欠な地域と言えます。 
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